
地域情報通信基盤整備推進事業における整備計画の事後評価について

評価及び課題

　ブロードバンドサービス加入者は年々増加傾向にあり、整備計画の最終加入目
標世帯を上回っている状況にある。このことから、地域間における情報格差の是
正等の当初の目標は達成しつつあると一定の評価をしております。
　一方、今後の課題としてブロードバンド基盤の維持管理の経費負担が発生する
ことが予想されること等財政を圧迫することが懸念されます。

42.2% 43.4%加入率（％） 15.6% 31.3% 35.3% 37.5% 38.8%
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サービス開始日 平成23年3月1日

サービス形態 公設民営（IRU）

契約先

加入世帯数 50 100 113

整備地域の世帯数 320 320 320

135 139

320 320 320

最終 H22年度末 H23年度末 H24年度末
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H25年度末 H26年度末

事業名

整備対象地域 大和町吉田西部地区及び宮床難波地区

交付金額 ３４，９１３千円

事業の概要　

事業完了日

事業の内容

東日本電信電話株式会社

整備計画時の目標 実績

初年度

　本町吉田西部地区（金取南、金取北、沢渡、八志田、反町中の一部）、宮床難
波地区のブロードバンド未提供地域において、町が光ファイバ網を整備し、高速イ
ンターネット接続サービスを提供し、地域間の情報格差の是正と地域の活性化を
図りました。
　また、他地域にてサービスを提供している電気通信事業者へ施設を貸し出し、
当該地区における高速インターネットサービスを提供し、町内ほぼ全域に超高速
ブロードバンド環境の整備を実現させ、住民や企業等のインターネット活用推進、
近接する小学校のインターネット環境の整備など地域活性化対策として広く活用
を図り、地域間情報格差を解消しました。

総事業費 １０４，７４０千円

　地域情報通信基盤整備推進交付金事業

平成23年2月18日


